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労働安全衛生委員会  5 月活動報告 ―介助量軽減効果の期待できる車椅子の導入― 

 

抱えない介助の実現にむけて、福祉用具メーカーの協力を得て、介護負担軽減や患者様の苦痛軽減効果の

期待できる車椅子のご紹介と研修を行っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、サイドガードが側方に倒れ、トランスファーボードのように乗り移りが行えるものやリクライニング操

作と連動して座面が上昇しフラットになるリクライニング車椅子などをご紹介いただきました。 

 

研修に参加したスタッフは様々な車椅子に興味津々で、実際に操作・試

乗を行い、メーカーさんへ多くの質問をしていました。 

スタッフにとって、介助負担軽減に配慮された車椅子があることを知る

機会となり、同時にそれらを活用することで自分たちの身体を守ること

に繋がることが学べる良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

複数ご紹介いただいた車椅子の中で、サイドガードが側方に倒れる普通型車椅子を自走型と介助型 1台ず

つ購入することとなりました。 

 

今後、今回導入した車椅子を使った研修や啓発を行っていき、介護負担

軽減・抱えない介助には多くの手段があることを院内で積極的に発信し

ていきます。 

 

 

 

 

 


